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第22回全国障害者スポーツ大会
「いちご一会とちぎ大会」開会式に臨む選手団

「陸上クリニック」

▼このマークは、音声コードです。
活字文書読み上げ装置を使用する
と、目の不自由な方でも情報を
音声で聞くことができます。
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会長　後 藤　裕 明

ご あ い さ つご あ い さ つ

　9 月に開催された第 9 回全国高校生手話パフォー
マンス甲子園へのご出席に伴い、佳子内親王殿下が、
9 月 24 日にノバリアを視察されました。トレーニング 
ルームの見学では、マシンを実演する選手に普段の 
トレーニング方法などをご質問され、その後、車いす

バスケットボールチーム「ツインレインボー」
の練習ゲームをご覧になり、ナイスプレー
に拍手を送られ、ゲーム終了後には職員や
選手と親しくご懇談されました。

　令和 2 年からのコロナ禍によりほとんどのスポーツ大会等が中止や延期とされていました
が、今年度は感染対策の強化と社会経済活動を進めるという「ウイズ・コロナ」へと方向転換
され、障がい者スポーツの活動も以前と同じとはいかないまでも、少しずつ回復してきました。
　本協会では、5 月には「第 22 回全国障害者スポーツ大会中国・四国ブロック予選会」ソ
フトボール競技と車いすバスケットボール競技を本県で開催、また 9 月には「第 34 回鳥取
さわやか車いす＆湖山池マラソン大会」を 815 名という多数の参加を得て開催し、参加者
の皆さんからは、3 年ぶりの開催に感謝と喜びの声をいただきました。そして 10 月には「第
22 回全国障害者スポーツ大会“いちご一会とちぎ大会”」が 4 年ぶりに開催され鳥取県選
手団として選手・役員 52 名が参加し、金メダル 8 個銀メダル 5 個銅メダル 8 個とメダル
獲得率の目標 60％を大きく上回る 75％の好成績を収めました。私は初の参加で、全出場
競技を激励、応援しましたが、躍動する選手や精一杯サポートされる役員の姿に大いに感動
しました。
　次に令和 2 年 7 月にオープンした障がい者スポーツの拠点施設「ノバリア」においては、
5 月からスポーツ教室の開催、9 月には秋篠宮佳子内親王殿下のご視察があり、車いすバ
スケットボールの練習を和やかな雰囲気の中ご覧いただきました。また今年度は、4 回行っ
たフェスティバル等で利用者が延べ 15,000 人強と増加し、障がい者スポーツが順調に浸透
しております。さらに中・西部にオープンしたサテライトセンターも非常に好評で利用者が増
えております。
　最後に、本年度は正会員に一つの競技団体、三つの特別支援学校、一つの関連機関の
五つの団体の加入があり、現在 28 団体となりました。これらの正会員を中心に、県の関係
各課、県・市町村スポーツ（体育）協会、各市町村等との連携をさらに図り、皆様方に親し
まれる障がい者スポーツ協会を運営していきたいと思います。

佳子内親王殿下がノバリアを視察されました！
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障がい者スポーツ指導員派遣事業

　地域へスポーツ指導者を派遣することにより、障がい者スポーツ実
践の場を創出し、共生社会の実現に寄与することを目的として、地域
の学校や施設、公民館等へスポーツ指導者の派遣を行いました。
　東京パラリンピック以降、パラスポーツへの興味、関心も徐々に高
まっており、今年度は 87 件（令和 5 年１月末現在）、障がい者スポーツ指導員やスポー
ツＦＵＮネットの人材を派遣しました。
　障がいの程度に合わせた指導を行い、楽しんでスポーツをしてもらえる機会となり、
障がい者スポーツへの理解を深めました。

【ノバリア外での教室】

令和４年度、ノバリア内外において以下の教室を実施しました。

東部スポーツ教室（湖山地区）
東部スポーツ教室（岩美地区）
わかとりっこ水泳教室（旧東部水泳教室）
中部水泳教室
サーフィン教室（東部）
スノースポーツ体験教室（東部）

　また、中部・西部のサテライト施設におい
ても各種スポーツ教室を実施しました。詳し
くは４ページをご覧ください。

　来年度のスポーツ教室日程は、令和５年
３月頃にお知らせ予定です！

スポーツ教室について

【ノバリアでの教室】
① 体力向上トレーニング教室 ⑪ ストレッチ教室 ㉑ ふうせんバレーボール教室
② ウォーキング・ダイエット教室 ⑫ ひざ痛・腰痛予防教室 ㉒ スポーツチャンバラ教室
③ 姿勢改善教室 ⑬ ヨガ　初心者教室 ㉓ フライングディスク教室
④ ニュースポーツ教室 ⑭ ヨガ　上級者教室 ㉔ 卓球バレー教室
⑤ レクリエーションスポーツ教室①（平日） ⑮ ヨガ　キッズ教室 ㉕ バドミントン教室①・②
⑥ レクリエーションスポーツ教室②（週末） ⑯ ダンス　リズム教室 ㉖ ボッチャ教室
⑦ 応用スポーツ教室①（平日） ⑰ ダンス　振付教室 ㉗ サッカー教室
⑧ 応用スポーツ教室②（週末） ⑱ UDダンス教室 ㉘ グラウンド・ゴルフ教室
⑨ ジュニアスポーツ教室 ⑲ 卓球教室①・②
⑩ キッズスポーツ教室 ⑳ 車いすバスケットボール教室

卓球教室②

ダンス振付教室

サーフィン教室

スノースポーツ体験教室

卓球バレー



ｅ - スポーツの世界を体験しよう 秋田 啓選手　特別講演 パラスポーツを支える義肢装具・車いす

車いすバスケットボール体験会 ＵＤダンス 池 透暢選手　講演会
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　ノバリアの機能を全県に広げるため、令和３年度より県内中・
西部にサテライトセンターをオープンし、今年度は各施設にて
下記のとおりスポーツ教室を開催しました。

スポーツＦＵＮネット公認研修会の開催

　障がい者スポーツに触れるきっかけづくり、障がい者スポーツへの理解を深める取組みの一環
として、スポーツＦＵＮネット研修を行いました。これにより463名（令和5年1月末現在）の方
が現在スポーツＦＵＮネットワークに登録され、今年度は述べ246名（令和5年1月末現在）の方
がサポーターとして障がい者スポーツのサポートを行っていただきました。

中・西部サテライト施設について

【連 絡 先】
TEL：0857－50－1091
FAX：0857－50－1092
E-mail：tottori-novaria@ts-sawayaka.jp

【開館時間】9：30 ～ 20：30
【休 館 日】毎週火曜日
　　　　　  （祝日の場合は翌水曜日）
　　　　　　年末年始（12 ／ 29 ～１／３）

＜鳥取ユニバーサルスポーツセンターノバリア＞

ダンス

レクリエーションスポーツ（卓球バレー）

ヨガ

中部サテライトセンター 西部サテライトセンター

会場
倉吉スポーツセンター 米子サン・アビリティーズ
（倉吉市葵町591-1） （米子市皆生3丁目16－20）

運営 ミズノ株式会社 社会福祉法人養和会

内容

 ・スポーツ教室（年間40回程度）  ・スポーツ教室（年間100回程度）

　①ヨガ教室 　①ダンス/ヨガ教室

　②ニュースポーツ教室 　②アクアスポーツ教室 （カヌー /ボート）

　③グラウンド・ゴルフ教室 　③競技スポーツ教室

　④卓球教室 　④レクリエーションスポーツ教室　等

・指導員派遣
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聴覚バレーボール
男子

開閉会式会場アーチェリー
中野選手

卓球
柴田選手

　第14回鳥取県障がい者スポーツ大会兼第22回全国障害者スポーツ大会鳥取県選手選考会を
開催しました。
　県内各地から延べ１４６名の方にご参加いただきました。選手、関係者の皆様お疲れ様でした。

　10月29日から31日まで、栃木県内にて開催されました。台風直撃や新型コロナウイルスの影響
を受け中止となっていましたが、4年ぶりに開催され、本県からも選手26名、役員26名の52名が
鳥取県選手団として参加しました。初出場の選手や初遠征の選手、さらには感染対策と、不安もあっ
たと思います。そんな中、選手全員がこれまでの練習の成果を発揮され、獲得したメダルは金メダル
8個・銀メダル5個・銅メダル8個の21個となり、メダル獲得率75％という好成績で大会を無事終
えることができました。
　選手、役員の皆様大
変お疲れ様でした。
　また、大会の開催に
あたりご尽力いただい
た全ての皆様、ありが
とうございました。

第 14 回鳥取県障がい者スポーツ大会の開催

第 22 回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」

卓球（一般卓球）
5 月 21 日

鳥取県立鳥取県民体育館

フライングディスク
5 月 22 日

鳥取県立布勢総合運動公園
陸上競技場

卓球（ＳＴＴ）
5 月 28 日

米子市心身障害者福祉
センター

ボウリング
5 月 21 日

鳥取スターボウル

陸上競技
5 月 22 日

鳥取県立布勢総合運動公園
陸上競技場

ボッチャ
5 月 28 日

米子サン・アビリティーズ

水泳
5 月 29 日

鳥取県営鳥取屋内プール

アーチェリー
5 月 21 日

鳥取市営
つづらおアーチェリー場

水泳
谷口選手（中央）

ボウリング
波多野選手（右）

フライングディスク
川上選手

陸上競技の選手
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　競技をする上で必要な知識や理解を深め
るため、コンディショニングやスポーツ栄
養などの講演会を行うことによって、医科
学面で選手をサポートし、全国、世界で活
躍する選手を育成しています。今年度は、
ノバリアにて個別の相談事業や栄養講習会
を実施しました。

　鳥取県から全国、世界で活躍する選手
を育成するため、強化指定を行い、今年
度は、選手１５名、コーチ１５名、４団
体が認定されました。

　特別支援学校の部活動強化を通じて、
スポーツを通じた体力の維持・向上を図
り、自立と社会参加の促進への寄与を目
指しています。今年度は、4校13部を指
定しました。

　将来的に世界で活躍する選手を発掘する
ため、体験会や相談会を開催するほか、特
別支援学校と連携して、日本代表選手の講
習会等を実施しています。今年度は、陸上
競技日本代表のアスリート・コーチを招き、
講習会（陸上クリニック）を開催しました。

　スポーツに関する健康や栄養、トレーニ
ングに関することなどを、専門家に相談で
きます。月1回、鳥取ユニバーサルスポーツ
センターノバリアで実施しました。

【医事相談】
スポーツを始める・続けるにあたり体のこ
とや健康に関すること

【栄養相談】
スポーツを実施するにあたり栄養に関すること

【トレーニング相談】
スポーツを実施するにあたりトレーニング
に関すること

【スポーツ相談】
スポーツを始める・続けるための総合的な相談

　1 月 15 日（日）鳥取県立布勢総合運動公園陸上競技場にて、東京
2020 オリンピック陸上競技 100 ｍハードル日本代表の寺田明日
香選手と、寺田選手のコーチであり東京 2020 パラリンピック陸上
競技ユニバーサルリレー監督の高野大樹コーチを講師としてお招き
し、「陸上クリニック」を開催しました。
　クリニックでは、寺田選手が普段行っているストレッチやランニ
ングトレーニングをデモンストレーションで見せていただいたり、
速く走るためのトレーニングを高野コーチ
からご指導いただき、参加された皆さんは

充実した時間を過ごし大盛況と
なりました。寺田選手、高野コー
チありがとうございました！

医科学サポート 強化指定選手・団体

県立特別支援学校部活動支援事業

次代を担うアスリートの発掘・育成

競技力向上対策事業

相談事業

陸上クリニックを開催しました陸上クリニックを開催しました

参加者への直接指導 速く走るためのトレーニング

寺田選手と一緒にストレッチ
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宮﨑　恵菜　選手（卓球）
「チェコパラオープン 2022」「フィンランドパラオープン 2022」

　2021年の第13回国際クラス別パラ卓球選手権で優勝し、選考会を
経て2022年度の国際大会出場権を得ることができました。2022年6
月のチェコパラオープンが国際大会初出場となりましたが、個人3位、
女子ダブルス3位と結果を残すことができました。9月のフィンランド
パラオープンでも個人3位、混合ダブルス3位に入りました。
　チェコでは初の海外ということもあり試合の日も含めトラブル多発で
した。試合の朝に携帯が壊れて、死ぬかと思いました。でも試合が始まっ
てみれば日本の大会より緊張せずに格上の選手にリラックスして試合をすることができました。
　海外で一番大変だと思ったことは、洗濯機がなく、夜遅く試合が終わって帰って色々な
事をした最後に、手洗いで洗うことです。慣れない環境と試合でとても疲れているのに、
洗濯を夜中までしなければならないというのがとてもつらかったです。
　やっぱり日本はいいなと感じました。

前島　博之　選手（ゴルフ）
「第 13 回世界デフゴルフ選手権大会」
　まず、世界大会出場にあたって、たくさんのご声援、ご支援を頂き、ありがとう
ございました。この場を借りてお礼を申し上げます。
　2022年10月17日～ 22日までハワイ州カウアイ島で開催された第13回世界デ
フゴルフ選手権大会に出場しました。これまでに陸上競技で世界大会は何度も経験
しましたが、ゴルフでは初めてのことで多少緊張しました。
　今大会は9カ国の44人がエントリーし、4日間の合計スコアで世界一を競います。
練習ラウンドでは好スコアを維持できましたが、本番になると大会の雰囲気に飲
まれ、スコア89と躓いてしまいました。が、次第に調子を取り戻し、89、80、
81、80のトータル330打で15位でした。優勝は285で45打差も差が開いてしまいましたが、初の
世界大会はとても良い経験になりました。
　次回は2024年にオーストラリアで開催されるのでそこを目指し、トレーニングを継続中です。

森　卓也　選手（ボート）
「世界ローイング選手権」「第 16 回インターナショナルパラローイングレガッタ」

　2021年から新たに取り組んだ競技「パラローイング」の初戦がイタリア
で行われたインターナショナルパラローイングレガッタでした。この大会
でまず国際クラス分けを受け自分の競技クラスが確定し無事大会に参加す
る事が出来ました。初めての大会でしたが、自分が動画で見ていた海外の
トップ選手が沢山参加していたので、この中で自分はどんな漕ぎが出来る
のだろうかと少し不安でしたが、初戦でこんな選手たちと競い合える状況

を楽しもうと気持ちを切り替え挑みました。結果最終総合順位５位入賞する
事が出来ました。9月には世界ローイング選手権にも日本代表として参加し、色々とトラブルはありま
したが最終総合順位9位になる事が出来ました。
　パラローイング競技をはじめて僅か１年程でここまでこられたのも、本当に沢山のサポートしてく
ださる皆さまのお陰だと感謝しています。今年は、来年行われるパリパラリンピック選考大会として、
まずは世界選手権で7位以内だと出場枠が貰えるので、必ず7位以内に入る為に一つ一つやるべき事を
しっかりこなして練習に取り組んでいきます。これからも宜しくお願い致します。

大会会場にて

本番ラウンドでのプレー

チェコオープンでの表彰式（右）

国際大会出場報告



増田先生の講義

実技「ふうせんバレーボール」グループディスカッション実技「ボッチャ」

グループワーク（綿棒の積み立て）

動きを真似る（ミラーリング）新聞棒による動きづくり
イラストを使った説明
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　12月4日に県立福祉人材研修センターにて、鳥取県障がい者ス
ポーツ指導者スキルアップ講習会を開催しました。一般社団法人日
本COG-T R 学会理事の井阪幸恵先生をお招きし、「体も頭も心も元
気になるコグトレを実践しよう！」と題して講義、実技を行いました。
16名の参加者からは「学習面（COGET）、 運動面（COGOT）、社会
面（COGST）を包括的にトレーニングに取り組んでいく重要性を認
識できた」「小学生時から取り組むことでスポーツ能力の向上が見込
めるから早速実践したい」といった感想をいただき、講義・実技を
通して理解を深められました。 
　井阪先生、貴重な講演ありがとうございました。

初級障がい者スポーツ指導員養成講習会の開催

　8月6日、20日、27日、9月23日の計4日間にわ
たり、公益財団法人日本パラスポーツ協会公認初級障
がい者スポーツ指導員養成講習会を鳥取ユニバーサル
スポーツセンターノバリアで開催しました。 オンライ
ンを活用したハイブリッド形式で開催し、10名の受講
生が指導員資格を取得されました。
　講義、 実技をご担当いただいた先生方、ありがとう
ございました。 
　また、受講生の皆様は今後地域でのスポーツ活動で
活躍されることを応援しております。

障がい者スポーツ指導者スキルアップ講習会の開催



開会式

ハーフマラソンの部 一般ランナーも全力疾走！ 表彰式

ミニ運動会「玉入れ」 ボッチャ ふうせんバレーボール

ラダーゲッター

ミニ運動会「鯛つり」 ミニ運動会「目指せホールインワン」
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　9月11日（日）、鳥取県立布勢総合運動公園陸上競技場
および湖山池ハーフマラソンコースにて第34回大会を開
催しました。新型コロナウイルスの影響を受け2年間中止
となっていましたが、3年振りの今大会には、全国各地から
800名を超える方にご参加いただきました。
　感染症対策等、様々な対策をとって行った大会でしたが、
久しぶりの開催に喜びの声をいただくことができました。
　ご参加いただいた皆様、また、開催にあたりご協力いた
だいた全ての皆様に感謝申し上げます。

第 34回鳥取さわやか車いす＆湖山池マラソン大会の開催

鳥取県あいサポート・スポーツフェスティバル 2022

　11月5日にノバリアにて開催しました。午前中はあいにく
の雨で屋外種目が中止になってしまいましたが、午後には天
気も回復し、ラダーゲッター等のスポーツ体験を行いました。
その他、佐野真未先生を講師にお迎えした「体すっきりヨガ
体験」や、ミニ運動会も実施し、延べ150名の参加者の皆さ
んと楽しく交流ができました。
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＜活動目的＞
　知的障がいのある人たち
に年間を通じて、オリンピッ
ク競技種目に準じた様々な
スポーツトレーニングと競
技の場を提供しています。
< 活動内容 >
　県内 3 地区での定期的な
スポーツプログラムの実施
や、全県で行う地区大会の
開催のほか、他県で開催さ
れる大会にも参加していま
す。4 年に 1 度開催される
全国大会にはアスリートを
派遣します。
< アスリート募集 >
　県内では約 100 名のアスリートが自分の好きなスポーツ活動をしています。誰でも気軽に参加
することができます。まず、近くの会場で見学してみませんか。

種　　　　目 日　　　　時 会　　　場

鳥取
卓球 第2・4日曜日10:00 ～12:00 高齢者福祉センター

ボウリング 第2・4金曜日16:30 ～18:00 鳥取スターボウル

倉吉
卓球 第2・4水曜日19:00 ～20:30

ゆりはま大平園
サッカー 不定期

米子

卓球 第1・3土曜日10:00 ～12:00 米子産業体育館

陸上 第2・4日曜日9:30 ～12:00 どらドラパーク

競泳 第1・3日曜日15:00 ～17:00 皆生市民プール

バドミントン 第1・3日曜日9:00 ～12:00 米子サン・アビリティーズ

ボウリング 第2・4日曜日13:00 ～15:00 YSPボウル

スペシャルオリンピックス日本・鳥取のご紹介

検索スペシャルオリンピックス日本・鳥取

【　連　絡　先　】

〒 680-8570  鳥取市東町 1 丁目 220 番地　県庁議会棟別館 1 階
TEL・FAX：（0857）30-6858　 E-Mail：son_tottori@son.or.jp
特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日本・鳥取

第 15回鳥取県障がい者スポーツ大会兼特別全国障害者スポーツ大会鳥取県選手選考会
（1）期　　日　令和 5 年 5 月 13 日（土）・14 日（日）・20 日（土）・21 日（日）
（2）実施種目　陸上競技・水泳・卓球（サウンドテーブルテニス含む）・アーチェリー・ボウリング
　　　　　　　フライングディスク・ボッチャ　　※会場等の詳細は後日発表します。

第 35回鳥取さわやか車いす＆
湖山池マラソン大会

（1）期　　日　令和 5 年 9 月 10 日（日）
（2）会　　場　鳥取県立布勢総合運動公園陸上競技場
　　　　　　　及び湖山池ハーフマラソンコース
　　

　　※種目、コース等の詳細は後日発表します。

令和 5年度鳥取県障がい者スポーツ協会事業計画（予定）

鳥取県あいサポート・
スポーツフェスティバル 2023

（1）期　　日　令和 5 年 11 月 11 日（土）
（2）会　　場　鳥取ユニバーサルスポーツセンター
　　　　　　　ノバリア

（3）種　　目　卓球バレー・ボッチャ・フライング
ディスク・卓球・スカットボール・ 
ふうせんバレーボール・バッゴー・
羽根っこゲーム・カローリング・
ラダーゲッター　など
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正会員紹介
28 団体が正会員として加盟されています。（令和 5 年 3 月現在）

団体名 役員 問合せ先 加入年度

1 鳥取県車いすバスケットボール協会 会　長　浜崎　晋一
理事長　福永　幸男 電話　090-1359-6488 平成元年度

2 鳥取県身体障害者アーチェリー協会 会　長　西脇　正和
会　計　寺坂　真一 〃

3 鳥取県障がい者卓球協会 会　長　若原　優二
事務局　有田　愛子

電話　（0858）85-1470
　　　　　　　（FAX兼） 〃

4 鳥取県聴覚障害者バレーボールクラブ 会　長　福本　和巳
事務局　徳岡　英一 FAX　（0859）30-2563 〃

5 鳥取県障がい者水泳協会 理事長　本田　貴志
事務局　稲田　真弓 電話　（0859）34-6750 平成 20 年度

6 鳥取県障がい者フライングディスク協会 会　長　山本　徳広
事務局　齋尾智恵里 電話　（0858）37-3649 〃

7 鳥取パラ陸上競技協会 会　長　福留　史朗
事務局　大森　浩至 電話　090-7504-2348 平成 21年度

8 鳥取県サウンドテーブルテニスクラブ 会　長　市川　正明
事務局　門脇　保身 電話　（0859）35-4336 〃

9 鳥取県障がい者フットベースボール協会
（※令和 5年 4月より上記に名称変更）

会　長　片山　義継
事務局　竹本　　剛 電話　（0857）59-0361 平成 22 年度

10 鳥取県スポーツチャンバラ協会 会　長　中田　利幸
事務局　水田　靖子

電話　（0858）26-2291
　　　　　　　（FAX兼） 〃

11 鳥取県ふうせんバレーボール協会 代　表　角　　千春
事務局　川井　千賀

電話　（0859）34-5089
　　　　　　　（FAX兼） 平成 23 年度

12 鳥取県障がい者ボウリング協会 会　長　島谷　龍司
事務局　上田　玲子 電話　080-1923-8083 〃

13 鳥取県障がい者ソフトボール協会 会　長　長坂　則翁
事務局　大森　真一 電話　（0859）28-8470 平成 24 年度

14 鳥取県精神障がい者バレーボール協会 会　長　佐藤　義人
事務局　田崎　昌宏 電話　090-2000-4403 平成 25 年度

15 鳥取県 FIDバスケットボール連盟 会　長　伊藤　　保
事務局　安田　英子 電話　090-6981-7633 〃

16 鳥取県卓球バレー協会 会　長　宮本　聖史
事務局　森田　寿子 電話　080-1903-4745 平成 27年度

17 鳥取県ソーシャルフットボール協会 会　長　廣江　　仁
事務局　中村　祐太 電話　（0859）42-1121 平成 28 年度

18 鳥取県ボッチャ協会 会　長　石丸　　知
事務局　小笹　智史 電話　（0859）29-5351 平成 29 年度

19 鳥取県障がい者グラウンド・ゴルフ協会 会　長　山㟢　建治
事務局　福永　幸男 電話　090-1359-6488 〃

20 鳥取県ブラインドマラソン協会白うさぎ B&G 代　表　川口　　誠 電話　090-7547-3066 平成 30 年度

21 鳥取県車いすツインバスケットボール協会 会　長　永田　浩二
理事長　濱橋　　崇 電話　080-1903-2243 令和 2 年度

22 社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 会　長　藤井　喜臣 電話　（0857）59-6331 令和 3 年度

23 鳥取県パラバドミントン協会 会　長　福浜　隆宏
理事長　信夫　祐司 電話　090-4657-7218 〃

24 鳥取県ボート協会 会　長　杉村　正男
事務局　佐々木雄一 電話　（0859）21-2157 令和 4 年度

25 鳥取県立鳥取聾学校 校　長　秋田　易子 電話　（0857）23-2031 〃

26 一般社団法人鳥取県手をつなぐ育成会 会　長　大谷　喜博 電話　（0857）59-6344 〃

27 鳥取県立倉吉養護学校 校　長　中家　岳史 電話　（0858）28-3500 〃

28 鳥取県立鳥取盲学校 校　長　岸田　裕子 電話　（0857）23-5441 〃
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賛助会員について
　当協会の活動にご理解、ご賛同いただき、今年度より39社の企業・団体の皆様に賛助会員
となっていただきました。（令和５年2月現在）
　ご支援いただいた皆様に深く感謝申し上げます。

賛助会員一覧（順不同・敬称略）
【企業・団体会員】
　八幡不動産グループ
　内科・消化器内科片原ごとうクリニック
　株式会社鳥取県情報センター
　株式会社衣笠商会
　株式会社山陰合同銀行
　株式会社鳥取銀行
　株式会社 ueno-edp
　鳥取信用金庫
　社会福祉法人あすなろ会　
　株式会社懸樋工務店
　鳥取ビルコン株式会社
　医療法人さとに田園クリニック
　有限会社トミムラ興産
　株式会社ぎしき
　BALLPARK
　株式会社 HARENOHIDESIGN
　有限会社徳吉薬局
　有限会社西川テント商会
　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社鳥取支店
　株式会社新日本海新聞社

　クリヤマジャパン株式会社新大阪支社
　株式会社トーヨーショップ丸山
　社会福祉法人鳥取福祉会
　有限会社福田保険事務所
　東亜道路工業株式会社中四国支社
　鳥取いなば農業協同組合
　株式会社 e-MOMENT
　株式会社奨建工
　社会福祉法人鳥取県厚生事業団
　公益財団法人鳥取県スポーツ協会
　ホンダ山陰中央株式会社
　株式会社橋尾スポーツ
　山陰リネンサプライ株式会社
　株式会社加藤紙店
　中央印刷株式会社
　特定非営利活動法人 Studio-E
　株式会社モストブリスク
　日本交通株式会社
　NPO 法人夢ハウス

区 　 分 年 会 費　

個 人 会 員 1 口　 1,000 円

企業・団体会員 1 口　10,000 円

　当協会では、障がい者がスポーツを通して、残存機
能の向上及び心身の健全な育成を図り、自立更生から

社会参加へと発展する活動を支援しています。
　そこで、当協会の活動趣旨にご賛同いただ
ける方の賛助会員を募集しています。一人で
も多くのご理解とご協力を賜りますようお願い
いたします。

賛助会員募集のお願い
（何口でも可）

※希望された方のみ掲載・掲示しています。

【個人会員】
　藤井　喜臣　　水野　一久

鳥取ユニバーサルスポーツセンターノバリア内にて、
芳名板に掲示させていただきます。

（写真はイメージ図）


